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が
あ
れ
ば
売
却
は
可
能
と
考
え
て
い
る
。

資
料
３
の
近
永
地
区
旧
北
川
保
育
所
裏

の
山
林
は
、
北
川
保
育
所
建
設
時
の
残

地
で
あ
り
、
急
勾
配
の
雑
木
林
で
あ
る

た
め
、
利
用
困
難
で
あ
り
、
現
状
の
ま

ま
管
理
す
べ
き
と
考
え
て
い
る
。
資
料

４
か
ら
６
の
愛
治
地
区
畔
屋
の
町
営
住

宅
跡
地
は
、
こ
こ
２
年
間
払
下
げ
の
入

札
を
行
っ
た
が
、
価
格
が
合
わ
ず
落
札

さ
れ
て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。
こ
の
遊

休
地
は
、
予
定
価
格
等
を
再
度
検
討
し
、

払
下
げ
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

資
料
７
の
三
島
地
区
小
松
清
詰
の
イ
フ

イ
石
材
登
り
口
の
法
面
部
分
は
雑
種
地

で
あ
り
、
現
況
の
ま
ま
置
く
ほ
か
利
用

価
値
が
な
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。
以

上
が
、
現
在
の
遊
休
地
の
状
況
で
あ
る
。

　

次
に
、
町
有
地
の
平
成
17
年
度
か
ら

平
成
19
年
度
の
払
下
げ
は
、
平
成
17
年

12
月
６
日
に
、
旧
法
務
局
官
舎
跡
地
、

旧
小
松
教
員
住
宅
、
下
鍵
山
駐
車
場
、

平
成
19
年
10
月
30
日
に
、
沢
松
雑
種
地
、

平
成
20
年
１
月
17
日
に
、
旧
父
川
小
学

校
教
職
員
住
宅
跡
地
を
払
下
げ
し
た
。

□問
　
　

処
分
さ
れ
た
沢
松
地
区
の
土
地
の

単
価
に
つ
い
て
。

□答
　
　

沢
松
５
５
０
番
地
の
２
は
、
自
己

の
土
地
で
あ
る
と
の
意
思
を
持
つ
関
係

者
と
の
協
議
に
よ
り
、
価
格
を
決
定
し

契
約
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。
一
方
、

沢
松
４
２
６
番
地
の
２
お
よ
び
沢
松

５
４
４
番
地
の
５
は
、
公
募
に
よ
る
払

下
げ
で
あ
る
。
価
格
の
設
定
は
、
前
年

度
の
入
札
状
況
や
需
要
と
供
給
の
バ
ラ

ン
ス
な
ど
を
勘
案
し
、
さ
ら
に
、
土
地

の
評
価
額
を
基
準
と
し
て
、
予
定
価
格

を
低
く
設
定
し
て
入
札
を
行
い
、
落
札

を
し
て
い
た
だ
い
た
も
の
で
あ
る
。
し

た
が
っ
て
、
関
係
者
と
の
協
議
に
よ
る

払
下
げ
価
格
と
、
公
募
に
よ
る
予
定
価

格
と
に
差
が
生
じ
た
も
の
で
あ
り
、
払

下
げ
価
格
と
落
札
価
格
が
違
う
こ
と
か

ら
、
単
価
に
つ
い
て
も
違
い
が
出
た
も

の
で
あ
る
。

坂
本　

勇
紀　
議
員

◎
行
政
運
営
に
つ
い
て

□問
　
　

新
町
建
設
計
画
の
妥
当
性
と
行
政

執
行
の
検
証
に
つ
い
て
。

□答
　
　

当
初
の
建
設
計
画
に
計
上
し
て
い

た
事
業
の
う
ち
、
住
民
の
健
康
や
生
活

な
ど
に
密
接
に
関
係
す
る
福
祉
関
係
の

事
業
は
、
ほ
と
ん
ど
の
事
業
が
計
画
通

り
に
進
捗
を
し
て
い
る
が
、
道
路
改
良

な
ど
の
ハ
ー
ド
事
業
は
、
国
・
県
の
補

助
事
業
と
し
て
計
画
し
て
い
た
事
業
が

ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
国
・
県
の
財
政
状

況
の
悪
化
に
伴
い
、
事
業
の
縮
小
、
先

延
ば
し
な
ど
の
見
直
し
を
せ
ざ
る
を
得

な
い
状
況
に
な
っ
て
い
る
。
町
の
単
独

事
業
と
し
て
、
合
併
特
例
債
を
借
り
入

れ
て
事
業
を
実
施
す
る
方
法
も
考
え
ら

れ
る
が
、
将
来
的
に
公
債
費
が
増
加
し

て
、
財
政
を
圧
迫
す
る
こ
と
に
な
る
の

で
、
慎
重
に
対
応
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

□問
　
　

町
政
座
談
会
の
あ
り
方
に
つ
い
て
。

□答
　
　

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
上
で
、
住

民
の
方
々
が
主
体
的
に
ま
ち
づ
く
り
に

参
画
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
機
会
と

仕
組
み
を
作
る
こ
と
は
、
大
変
重
要
な

こ
と
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
現
在
の

と
こ
ろ
具
体
的
な
考
え
は
な
い
が
、
町

政
座
談
会
の
参
加
者
が
少
な
い
と
い
う

こ
と
は
、
現
実
の
問
題
と
し
て
受
け
と

め
て
い
る
の
で
、
少
し
で
も
多
く
の
住

民
の
方
々
の
意
見
が
、
町
政
に
反
映
で

き
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
に
つ
い

て
、
今
後
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

□問
　
　

商
工
業
の
振
興
に
つ
い
て
。

□答
　
　

厳
し
い
状
況
の
中
で
、
ハ
ー
ド
面

の
整
備
に
よ
り
商
店
街
の
活
性
化
を
図

る
た
め
、
18
年
度
に
日
吉
商
店
街
、
19

年
度
に
は
近
永
商
店
街
の
街
路
灯
の
整

備
を
実
施
し
た
。
ま
た
、
街
の
賑
わ
い

を
取
り
戻
し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、

街
角
ギ
ャ
ラ
リ
ー
「
な
ん
で
も
館
」
の

運
営
支
援
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
今
後
も
引
き
続
き
、
商
工
業
の
活

性
化
を
図
る
た
め
、
商
工
会
組
織
の
育

成
強
化
に
努
め
る
と
と
も
に
、
企
業
誘

致
を
推
進
し
て
い
き
た
い
。

横
山　

二
郎　
議
員

◎
奈
良
地
区
の

事
故
多
発
地
点
へ
の
対
応
に
つ
い
て

□問
　
　

調
査
点
検
に
つ
い
て
。

□答
　
　

現
場
付
近
の
国
道
３
２
０
号
は
、

見
通
し
が
良
い
た
め
ス
ピ
ー
ド
を
出
し

て
走
る
車
両
が
多
く
、
ま
た
朝
夕
は
特

に
交
通
量
も
多
い
た
め
、
道
路
を
横
断

す
る
歩
行
者
に
と
っ
て
は
、
大
変
危
険

な
区
間
で
あ
る
と
認
識
を
し
て
い
る
。
警

察
署
も
、
ご
指
摘
の
二
つ
の
交
差
点
は
、

危
険
箇
所
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、

現
在
は
、
横
断
歩
道
の
あ
る
場
所
に
蛍

光
色
の
横
断
旗
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

□問
　
　

信
号
機
の
設
置
に
つ
い
て
。

□答
　
　

永
野
市
の
総
合
公
園
入
口
付
近
、

中
野
川
の
交
差
点
付
近
、
成
川
入
口
付

近
の
３
カ
所
に
つ
い
て
、
信
号
機
の
設

置
要
望
を
数
年
前
か
ら
続
け
て
い
る
が
、

現
在
ま
で
設
置
に
至
っ
て
お
ら
ず
、
非

常
に
厳
し
い
状
況
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る

を
得
な
い
が
、
二
つ
の
交
差
点
へ
の
信
号

機
の
設
置
要
望
は
、
早
急
に
交
通
安
全

協
会
や
地
元
自
治
会
等
と
協
議
・
検
討

し
て
い
き
た
い
。

□問
　
　

看
板
の
設
置
に
つ
い
て
。

□答
　
　

交
通
安
全
等
の
看
板
は
、
道
路
管

理
者
で
あ
る
愛
媛
県
ま
た
は
地
元
の
交

通
安
全
協
会
が
設
置
す
る
の
が
通
常
の

よ
う
な
の
で
、
関
係
機
関
と
早
急
に
協

議
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

◎
宇
和
島
自
動
車
バ
ス
の
運
行
に
つ
い

て□問
　
　

広
見
地
区
の
県
道
側
の
バ
ス
運
行

に
つ
い
て
。

□答
　
　

こ
れ
ま
で
に
地
元
か
ら
の
要
望
は

な
か
っ
た
よ
う
に
記
憶
し
て
い
る
が
、
道

幅
が
狭
い
な
ど
安
全
上
の
問
題
も
あ
る

の
で
、
現
状
で
よ
い
の
で
は
と
考
え
て
い

る
。
し
か
し
、
当
該
地
域
の
方
々
が
不

便
を
来
た
し
て
い
る
と
い
う
状
況
で
あ

れ
ば
、
宇
和
島
自
動
車
へ
も
、
検
討
い

た
だ
く
よ
う
要
望
し
て
い
き
た
い
。

◎
高
齢
者
の
一
人
暮
ら
し
世
帯
の

�

実
態
調
査
に
つ
い
て

□問
　
　

一
人
暮
ら
し
世
帯
の
実
態
に
つ
い

て
。 

□答
　
　

平
成
20
年
５
月
現
在
、
65
歳
以
上

の
独
居
高
齢
者
は
約
５
９
０
世
帯
、
高

齢
者
の
み
の
世
帯
は
約
５
７
０
世
帯
、
そ

の
他
障
害
者
を
抱
え
た
高
齢
者
世
帯
等

の
何
ら
か
の
支
援
を
必
要
と
す
る
世
帯

が
約
４
６
０
世
帯
で
あ
る
。 

□問
　
　

支
援
策
に
つ
い
て
。 

□答
　
　

緊
急
通
報
装
置
の
設
置
や
配
食

サ
ー
ビ
ス
等
の
活
用
を
図
る
と
と
も
に
、

職
員
の
定
期
的
な
訪
問
や
地
区
民
生
・

児
童
委
員
の
方
々
、
親
類
・
縁
者
の
方

等
と
連
絡
を
取
り
合
う
な
ど
、
対
象
と

な
る
世
帯
と
の
接
触
の
機
会
を
増
や
し
、

見
守
り
体
制
の
充
実
に
努
め
て
い
る
。

◎
本
町
の
男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て

□問
　
　

推
進
状
況
に
つ
い
て
。 

□答
　
　

女
性
団
体
連
絡
協
議
会
を
は
じ
め

と
し
て
、
同
協
議
会
に
所
属
す
る
各
種

団
体
が
精
力
的
に
地
域
活
動
を
行
っ
て

い
る
が
、
男
女
共
同
参
画
推
進
の
指
標

の
一
つ
と
さ
れ
て
い
る
小
中
学
校
の
Ｐ
Ｔ

Ａ
会
長
や
自
治
会
長
の
女
性
の
割
合
は
、

残
念
な
が
ら
女
性
会
長
は
な
く
０
％
で

あ
る
。

□問
　
　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
で
の
割
合
に
つ
い
て
。 

□答
　
　

町
に
事
務
所
を
置
き
、
地
域
活
動
、


